
 下水道事業会計 

 

１ 概  要 

  令和２年度における下水道事業収益の決算額は８０８，６８５千円、下水道事業費

用の決算額は７９３，２１５千円となった。 

資本的収入の決算額は２７１，８１４千円、資本的支出の決算額は４０３，２３２

千円となった。 

  

⑴ 収益的収支決算額  （単位：千円、％） 

区   分 令和２年度 令和元年度 増減額 伸率 

下水道事業収益 808,685 763,237 45,448 6.0 

下水道事業費用 793,215 763,608 29,607 3.9 

差引額 15,470 △371   

 

⑵ 資本的収支決算額                  （単位：千円、％） 

区   分 令和２年度 令和元年度 増減額 伸率 

資本的収入 271,814 384,877 △113,063 △29.4 

資本的支出 403,232 539,845 △136,613 △25.3 

差引額 △131,418 △154,968   

 

⑶ 下水道事業の状況                                       

区   分 令和２年度 令和元年度 増減 

使 用 可 能 人 口 （ 人 ） 36,247 35,306 941 

使用している人の割合（％） 94.76 94.85 △0.09 

一人当たり月平均使用水量（㎥） 7.6  7.3  0.3 

 

２ 収益的収支 

  令和２年度の下水道事業収益の決算額は８０８，６８５千円となった。 

  その主な内容は、下水道使用料が３６５，７７５千円で全体の４５．２％を占め、他

会計負担金が２３３，２３５千円（２８．８％）、長期前受金戻入が２０８，２９４
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千円（２５．８％）、雑収益が１，３８１千円（０．２％）となっている。 

下水道事業費用の決算額は７９３，２１５千円となった。 

その主な内容は、減価償却費が３９０，７３６千円で全体の４９．３％を占め、流

域下水道維持管理費が１６３，５７８千円（２０．６％）、総係費が９２，２２２千

円（１１．６％）、支払利息及び企業債取扱諸費が７８，７１８千円（９．９％）と

なっている。 

 

⑴ 下水道事業収益決算額 （単位：千円、％） 

区  分 令和２年度 令和元年度 増減額 伸率 

１ 営業収益 365,775 327,797 37,978 11.6 

 下水道使用料 365,775 327,797 37,978 11.6 

２ 営業外収益 442,910 393,314 49,596 12.6 

 他会計負担金 233,235 180,015 53,220 29.6 

 長期前受金戻入 208,294 207,886 408 0.2 

 
消費税及び地方消費税

還付金 
0 4,068 △4,068 皆減 

 雑収益 1,381 1,345 36 2.7 

３ 特別利益 0 42,126 △42,126 皆減 

 過年度損益修正益 0 42,126 △42,126 皆減 

合   計 808,685 763,237 45,448 6.0 

  

⑵ 下水道事業費用決算額                 （単位：千円、％） 

区  分 令和２年度 令和元年度 増減額 伸率 

１ 営業費用 703,953 661,865 42,088 6.4 

 管渠費 37,376 19,020 18,356 96.5 

 ポンプ場費 20,041 14,483 5,558 38.4 

 総係費 92,222 86,047 6,175 7.2 

 流域下水道維持管理費 163,578 153,849 9,729 6.3 

 減価償却費 390,736 388,466 2,270 0.6 

２ 営業外費用 85,870 97,964 △12,094 △12.3 

 
支払利息及び企業債取

扱諸費 
78,718 87,498 △8,780 △10.0 

 消費税及び地方消費税 6,785 10,284 △3,499 △34.0 
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 雑支出 367 182 185 101.6 

３ 特別損失 3,392 3,779 △387 △10.2 

 過年度損益修正損 3,392 0 3,392 皆増 

 その他特別損失 0 3,779 △3,779 皆減 

合   計 793,215 763,608 29,607 3.9 

 

３ 資本的収支 

令和２年度の資本的収入の決算額は２７１，８１４千円となった。 

その主な内容は、他会計出資金が２０９，５１６千円で全体の７７．１％を占め、

企業債が３８，６００千円（１４．２％）、負担金等が１４，０４３千円（５．

２％）、国庫補助金が９，６５５千円（３．５％）となっている。 

資本的支出の決算額は４０３，２３２千円となった。 

その内容は、建設改良企業債元金償還金が３４２，２９２千円で全体の８４．９％

を占め、管渠建設改良費が５２，４１４千円（１３．０％）、流域下水道建設費負担

金が８，５２６千円（２．１％）となっている。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１３１，４１８千円は、消費税及

び地方消費税資本的収支調整額３，３８６千円、損益勘定留保資金１２８，０３２千

円で補填した。 

 

⑴ 資本的収入決算額 （単位：千円、％） 

区  分 令和２年度 令和元年度 増減額 伸率 

１ 企業債 38,600 76,300 △37,700 △49.4 

 企業債 38,600 76,300 △37,700 △49.4 

２ 他会計出資金 209,516 264,348 △54,832 △20.7 

 他会計出資金 209,516 264,348 △54,832 △20.7 

３ 国庫補助金 9,655 44,000 △34,345 △78.1 

 国庫補助金 9,655 44,000 △34,345 △78.1 

４ 負担金等 14,043 229 13,814 6032.3 

 分担金及び負担金 14,043 229 13,814 6032.3 

合   計 271,814 384,877 △113,063 △29.4 
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⑵ 資本的支出決算額 （単位：千円、％） 

区  分 令和２年度 令和元年度 増減額 伸率 

１ 建設改良費 60,940 176,879 △115,939 △65.5

管渠建設改良費 52,414 164,693 △112,279 △68.2

流域下水道建設費負

担金 
8,526 12,186 △3,660 △30.0

２ 企業債償還金 342,292 362,966 △20,674 △5.7

建設改良企業債元金

償還金 
342,292 362,966 △20,674 △5.7

合 計 403,232 539,845 △136,613 △25.3

４ 事業内容 

⑴ 和合字南蚊谷地区外1地区において公共下水道築造工事を約217ｍ施工した。

⑵ 春木字白土地区において舗装復旧工事を約919㎡施工した。

⑶ 和合字前田地区外1地区においてマンホール蓋取替工事を30箇所施工した。

⑷ 白鳥地区外1地区において舗装復旧工事に伴いマンホールの蓋を45箇所一時的に撤

去した。 

⑸ 春木字白土地区において旭ケ丘団地を公共下水道に切り替えたため不用となった

下水道管約34ｍ、人孔2箇所、取付管5箇所を撤去した。 
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